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尚巴志語り部新聞
今
年
も
や
っ
て
ま
す
！ 

語
り
部
講
座
　

　
六
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
沖
縄
三
山
を
統
一
し
た
南
城
市
の
偉
人 

尚
巴
志
（
し
ょ
う
は
し
）
に
つ

い
て
学
習
し
、
次
世
代
に
語
り
継
が
れ
る
よ
う
な
物
語
を
作
っ
て
い
く
南
城
市
尚
巴
志
の
語
り
部

育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
尚
巴
志
の
語
り
部
育
成
講
座
が
平
成
二
六
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成

二
七
年
度
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
座
の
前
半
は
尚
巴
志
に
つ
い
て
の
学
び
の
時
間
と
位
置
づ
け
、
全
四
回
に
分
け
て
、
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。　
　

　
第
一
回
目
と
し
て
九
月
一
五
日
（
火
）
に
、
読
谷
村
伊
良
皆
に
あ
る
尚
巴
志
の
お
墓
を
参
加
者

と
訪
れ
、
今
年
度
の
事
業
開
始
の
報
告
と
と
も
に
、
参
加
者
と
尚
巴
志
と
の
つ
な
が
り
を
改
め
て

確
認
し
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
に
引
き
続
き
、
今
年
も
歴
史
専
門
家
と
し
て
上
里

隆
史
先
生
に
講
師
役
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
な
参
加
者
へ
の
尚
巴
志
概
要
と
歴
史
の
捉
え

方
を
講
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
回
目
も
上
里
隆
史
先
生
に
琉
球
史
の
お
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
趣
向
を
変

え
て
、
参
加
者
で
郷
土
の
歴
史
に
詳
し
い
大
城
さ
ん
と
の
対
談
に
よ
り
、
参
加
者
目
線
か
ら
の
歴

史
の
見
方
、知
り
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
し
た
。大
城
さ
ん
が
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
上
里
先
生
に
尋
ね
形
式
を
と
り
ま
し
た
が
、
対
談
が
進
む
に
つ
れ
、
参
加
者
か
ら

も
質
問
が
出
始
め
ま
し
た
。
講
座
を
一
方
的
に
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、参
加
者
は
自
分
た
ち
の「
疑

問
」
を
作
り
出
せ
る
ほ
ど
、
尚
巴
志
に
ま
つ
わ
る
歴
史
が
身
近
に
な
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
場
面

で
し
た
。

　
第
三
回
目
は
歴
女
（
歴
史
好
き
な
女
性
）
の
和
々
（
わ
わ
）
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。
研

究
者
で
は
な
く
、趣
味
と
し
て
琉
球
史
を
勉
強
し
た
り
、想
像
し
た
り
す
る
傍
ら
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
と
し
て
琉
球
史
を
飾
る
数
々
の
歴
史
人
物
を
描
い
て
き
た
方
で
す
。
女
性
目
線
か
ら
の
歴
史
観

を
披
露
し
て
も
ら
い
な
が
ら
も
、
人
物
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
和
々
さ
ん
自
身
に
そ
れ
ぞ
れ
の

人
物
像
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
台
本

を
作
っ
て
い
く
と
き
に
、
と
て
も
参
考
に
な
る
視
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。
人
物
が
イ
キ
イ
キ
と
と

動
き
だ
す
こ
と
が
、
物
語
を
魅
力
的
に
す
る
か
ら
で
す
。

　
次
回
の
第
四
回
目
か
ら
は
、台
本
作
り
に
な
り
ま
す
。人
間
・
尚
巴
志
を
描
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

尚巴志墓は読谷の鬱蒼
（うっそう）とした山の中
にあります。どうしてこ
こにお墓が移されたか。

大城さんは歴史への造詣が深い方で
す。参加者内では歴史の先生役にも
なってもらっています。それでいて
創作への柔軟な姿勢がすごいです。

上里隆史先生の著書にイラストレータと
しても参加している和々さん。インター
ネットで検索してもらうと、彼女のブロ
グも読めます。面白いです。



講
師
紹
介

 　

昨
年
か
ら
本
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今
一
度
、
上
里
先
生
と
富
田
先
生

を
紹
介
し
ま
す
。

 

上
里
隆
史
・
歴
史
家

琉
球
大
学
法
文
学
部
卒
（
琉
球
史
）

早
稲
田
大
学 

琉
球
・
沖
縄
研
究
所
招
聘
研
究
員
。

NHK

ド
ラ
マ「
テ
ン
ペ
ス
ト
」時
代
考
証
担
当
。

OTV

ド
ラ
マ
「
ハ
ル
サ
ー
エ
イ
カ
ー
」
歴
史
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
。

　

主
な
著
書
に
『
島
人
も
び
っ
く
り
オ
モ
シ
ロ

琉
球
・
沖
縄
史
』（
２
０
１
１
）、『
琉
球
戦
国

列
伝 

〜
駆
け
抜
け
ろ
！
古
琉
球
の
群
星
た

ち
！
』（
２
０
１
２
）
他
多
数
。

 

富
田
め
ぐ
み
・
演
出
家
、
脚
本
家

　

文
化
庁
新
進
芸
術
家
在
外
研
修
員
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
市
に
派
遣
さ
れ
研
鑽
を
積
み
、

ア
ビ
ニ
ョ
ン
演
劇
祭
に
て
演
出
家
デ
ビ
ュ
ー
。        

　

本
年
度
、
ア
ビ
ニ
ヨ
ン
演
劇
祭
で
南
フ
ラ
ン

ス
地
方
の
有
力
誌
「
ラ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
」
か

ら
五
つ
星
の
満
点
評
価
さ
れ
る
。

　

沖
縄
県
振
興
審
議
会
委
員
、
国
立
劇
場
お
き

な
わ
公
演
事
業
委
員
。
八
重
瀬
町
富
盛
ノ
ロ
の

家
の
生
ま
れ
。

今
後
の
予
定

　
第
四
回 

一
〇
月
二
七
日(

火)
 

「
台
本
作
り
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①
」　

講
師:

富
田
め
ぐ
み
、
上
里
隆
史

第
五
回 

一
一
月
一
〇
日(

火)
 

「
尚
巴
志
年
表
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」　

フ
ァ
シ
リ
：
石
田
俊
輔

第
六
回 

一
一
月
二
四
日(

火)
 

「
台
本
作
り
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②
」　

講
師:

富
田
め
ぐ
み
、
上
里
隆
史

第
七
回 

一
二
月
八
日(

火)
 

「
台
本
作
り
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
③
」　

講
師:

富
田
め
ぐ
み
、
上
里
隆
史

第
八
回 

一
二
月
一
六
日(

水)
 

「
朗
読
劇
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」　

講
師:

ア
ベ
タ
ミ
コ
他

番
外
編 

一
二
月
一
八
日(

金)
 

観
劇
『
ボ
ト
ル
メ
ー
ル
』　

作:

富
田
め
ぐ
み　

＠
国
立
劇
場

第
九
回 

二
〇
一
六
年
一
月
一
二
日(

火)
 

「
台
本
作
り
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
④
」　

講
師:

富
田
め
ぐ
み
、
上
里
隆
史

第
一
〇
回 

一
月
一
九
日(

火)
 

「
台
本
作
り
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
⑤
」　

講
師:

富
田
め
ぐ
み
、
上
里
隆
史

第
一
一
回 

二
月
九
日(

火)
 

「
台
本
作
り
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
⑥
」　

講
師:

富
田
め
ぐ
み
、
上
里
隆
史

第
一
二
回 

二
月
二
一
日(

日)
 

「
で
き
あ
が
っ
た
台
本
に
よ
る
舞
台
披
露
会
」

次
回
（
第
四
回
）
の
予
定

日
程
：
一
〇
月
二
七
日
（
火
） 

時
間
：
一
〇
：
〇
〇
〜
一
二
：
〇
〇

場
所
：
大
里
庁
舎 
３
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

-２-

講
座
は
こ
ん
な
感
じ
で
進
め
ま
す

　
　
　

　

本
講
座
の
中
心
と
な
る
の
は
、
市
内
の
小
学

校
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
父
母
の
方
々

で
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
講
座
を
作
っ
て

い
ま
す
。
基
本
方
針
は
以
下
に
な
り
ま
す
。

　・
子
育
が
あ
る
の
で
、
平
日
昼
間
の
開
催
が
基
本

・
家
族
の
生
活
を
優
先
し
、
生
活
の
一
部
と
し
て

講
座
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
環
境
作
り

・
物
語
を
作
り
の
質
が
い
い
こ
と
に
越
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
で
話
し
な
が
ら
、
協

力
し
な
が
ら
、
作
っ
て
い
く
過
程
を
重
視
す
る

・
心
地
よ
い
環
境
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
く

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
こ
と

　　
は
じ
め
ま
し
て
、
そ
し
て
ま
た
お
会
い
し
ま

し
て
。
新
し
い
方
、
昨
年
度
か
ら
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
活
動
の
成
果
が
、
こ
こ
南
城
市

で
継
続
し
て
い
く
形
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
私

た
ち
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
が
尚
巴
志
の
こ
と
を

語
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
ジ
ー
ン
と
な

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
た
め
の
ま
ず
１ 

歩
、

２ 

歩
を
一
緒
に
踏
み
出
し
、
私
た
ち
の
環
境
に

変
化
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
ん
な
の
っ

て
、
楽
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
石
田
）

フ
ラ
ン
ス
で
最
高
の
５
つ
星
評
価

い
つ
も
と
違
う
会
場
で
す
。


